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第５次         

芦別市総合計画について 
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本市は、現在まで４次にわたる総合計画を策定し、これに沿って様々な施策や事業

を展開しながら、市民福祉の向上と本市の発展を目指してきました。 

その間、基幹産業であった石炭産業の衰退とともに、人口減少や産業構造の変化な

ど、さまざまな影響を受けながらも市民生活の基盤となる道路や下水道、各種施設な

どの社会資本の整備を行ってきました。 

近年、国内外における社会経済情勢の大きな変化により、地域経済の低迷や雇用環

境の悪化、急激な人口減少や少子高齢化時代の進展など、市民を取り巻く環境は回復

の兆しを見せるに至っていません。 

また、本市の財政は依然として危機的な状況にあることから、財政の健全化をはじ

めとする持続可能な行財政基盤を確立しなければなりません。 

このような状況において、一定の整備がなされた社会資本や地域にある様々な資源

を見つめ直し、限られた財源の中で、それらを効率的かつ効果的に活用しながら、市

民との協働によるまちづくりを進めていく必要があります。 

第５次芦別市総合計画は、こうした考えと、平成２０年１０月に施行された芦別市

まちづくり基本条例に基づき、中長期的な展望に立ったうえで、本市が将来にわたっ

て持続的に発展できる魅力あるまちにするため、まちの将来像を定め、総合的に、計

画的にまちづくりを進めるための計画として策定するものです。 

 

総合計画の趣旨と特徴 １ 

（総合計画） 

 

第１５条 市は、総合的に、計画的にまちづくりを進めていくための

計画（以下「総合計画」といいます。）を定めます。 

 

２ 総合計画は、市の将来像を定める最上位の計画であり、まちづくり

は、これに基づきます。 

 

３ 市は、総合計画を定めるにあたっては、市民の意見を適切に反映さ

せるため、その計画に関係する情報をあらかじめ市民に提供し、広く

市民の参加を得ながら進めます。 

 

４ 市は、総合計画の内容と進行状況に関係する情報を市民にわかりや

すく提供します。 

芦別市まちづくり基本条例より抜粋 
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➊ 芦別市まちづくり基本条例に基づく最上位計画 

芦別市まちづくり基本条例第１５条において、総合計画は、目指すまちの将来像

を定める、最上位計画として位置付けています。 

第５次芦別市総合計画は、分野別に策定している個別計画や施策に対して、方向

性を示しています。 

 

 

➋ 目標達成に向け点検・評価し改善する計画 

社会経済情勢の変化に柔軟に対応することができるよう、目標の達成状況や計画

の推進状況を点検・評価し、必要に応じて関連する具体的な取組や事務事業の改善

を図りながら目標達成を目指します。 

また、各分野においては、重点目標とその達成度を測る代表的な指標を設定して

います。 

 

 

➌ 協働によるまちづくりを目指す計画 

計画の目標達成に向けては、市民、事業者、市などの多様な主体による協働が不

可欠です。市民が主役の取組を大切にし、市民と市がともに考え、ともに行動し、

ともに築き上げることを目指しています。 

第５次芦別市総合計画が持つ３つの特徴 



 
4

 

 

 

 

 

 

 総合計画は、基本構想・基本計画・実施計画の３つの構成となります。 

 

 

 

   ■ 「第５次芦別市総合計画」における「目指すまちの将来像」を示すもので、

まちづくりの基本方向やまちづくりの基本目標を定めています。 

 

 

 

■ 基本構想で定めた「目指すまちの将来像」を実現するための施策展開の基

本となるもので、分野ごとの現状と課題、重点目標、重点目標達成に向けた

方向性、推進すべき施策を示すとともに、市民と市の役割、関連する個別計

画を定めています。 

 

 

 

■ 具体的な事業や取組を示すもので、重点目標の達成状況や進捗状況を踏ま

えて毎年度見直します。 

 

総合計画の構成と期間 ２ 

構  成 

基本計画 

基本構想 

実施計画 

目指すまちの将来像

基本目標

重点目標

推進すべき施策

事務事業

第
５
次
芦
別
市
総
合
計
画
　
本
編

基
本
計
画

目　標

手　段

基
本
構
想

実
施
計
画

展開施策
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基本構想、基本計画については、長期的な展望を持つ必要があることから、計画期

間を１０年とします。 

 また、実施計画については、社会情勢や財政状況を踏まえた事業展開を図ることか

ら、計画期間を３年とし毎年度見直します。 

 

 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

実施計画
(平成31年度)

実施計画
（平成30～31年度）

実施計画（平成24～26年度）

基本構想（10年）

基本計画（10年）

実施計画（平成22～24年度）

実施計画（平成23～25年度）

実施計画（平成29～31年度）

実施計画（平成25～27年度）

実施計画（平成26～28年度）

実施計画（平成27～29年度）

実施計画（平成28～30年度）

見直し

見直し

見直し

見直し

見直し

見直し

見直し

見直し

見直し

 

期  間 
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　　　　　　　　　　　　　目標達成のための事業３年分を集約する　　　　　

第５次芦別市総合計画構成図

２ 生活・環境

◆ 基本目標 ◆

環境にやさしく、快適で
安心して暮らせるまち

◆ 基本目標 ◆

市民とともに歩み、だれもが
住み続けたいと思えるまち

１ 自治体運営

情
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が
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協
働
の
ま
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づ
く
り

健
全
で
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と
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を
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る
ま
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く
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で
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ま
ち
づ
く
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境
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２

重点目標

３

重点目標

４

重点目標

５

重点目標

１

各　　　　　　種　　　

分
野
別
計
画

基
本
構
想

実施計画

基
本
計
画

　人が輝き　豊かな自然　　目指すまちの将来像
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５ 教育・文化３ 産業・経済 ４ 保健･医療･福祉

◆ 基本目標 ◆

健康にみちあふれ、生活を
支えあうぬくもりのまち

◆ 基本目標 ◆

いきいきとした
産業がきらめくまち

◆ 基本目標 ◆

健やかで
心豊かに学べるまち

　～毎年度更新～

健
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り

生
涯
に
わ
た
っ

て
学
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と
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進
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づ
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多
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際
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進
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ま
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り
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い
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光
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ま
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づ
く
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生
活
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え
安
心
を
保
障
す
る

ま
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づ
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り

健
康
な
暮
ら
し
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え
る
保
健
・
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療
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充

実
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り

定
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し
た
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り
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１６
重点目標

１４

重点目標

１３

重点目標

１５
重点目標

１２

重点目標

１１

重点目標

７

重点目標

１０

重点目標

９

重点目標

８

重点目標

６

　　　施　　　　　　策

と共生する　安全・安心なまち　あしべつ
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分野別計画

分野別計画

第５次芦別市総合計画体系図

　①　情報共有・市民参加と協働の促進

　①　行政運営の充実

　②　財政運営の充実

　③　広域連携の推進

　②　男女共同参画の促進

１　自治体運営

　⑵　行財政運営

　⑴　参加と協働

　①　都市計画・都市開発の推進

　②　交通網の充実

　③　交通体系の充実

　⑤　消費者対策

　②　治山・治水・河川整備

　④　交通安全・防犯対策

　③　除排雪対策

　①　消防・防災対策

　⑤　下水道・排水施設の充実

　④　通信・情報化の推進

　⑥　公園・緑化の充実

　①　自然環境の保全

　②　環境衛生の充実

　③　住宅環境の充実

　④　水道施設の充実

２　生活・環境

　⑵　生活環境

　⑴　都市基盤

　⑶　安全・安心な生活

　②　工鉱業の振興

　①　雇用・労働環境の充実

　②　観光資源の有効活用

　②　林業の振興

　①　商業の振興

　①　観光事業の振興

　①　農業の振興

３　産業・経済

　⑵　商工鉱業

　⑴　農林業

　⑶　雇用・労働環境

　⑷　観光
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分野別計画

分野別計画

　①　生活安定福祉の充実

　②　国民年金の充実

　③　国民健康保険の充実

　④　介護保険の充実

　①　保健体制の充実

　②　食育の推進

　③　医療体制の充実

　⑥　ひとり親家庭福祉の充実

　①　地域福祉の充実

　②　高齢者福祉の充実

　③　障がい者(児)福祉の充実

　④　多様な子育て支援の充実

　⑤　家庭児童相談の充実

４　保健･医療･福祉

　⑵　福祉

　⑴　保健・医療

　⑶　社会保障

　①　スポーツの振興

　②　スポーツ合宿の推進

　①　国際交流の促進

　⑤　文化財の保護

　①　幼児教育の推進

　②　小中学校教育の推進

　③　高等学校教育の推進

　④　専門学校・大学による高等教育の推進

　①　社会教育の充実

　②　家庭教育の充実

　③　青少年の健全育成

　④　芸術文化の振興

５　教育・文化

　⑵　学校教育

　⑴　生涯学習

　⑶　スポーツ

　⑷　国際交流
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本市の人口は、昭和３３年の７５,３０９人のピーク時から、基幹産業であった炭鉱

産業の衰退とともに人口流出が進み、平成１７年国勢調査では１８，８９９人と初め

て２万人台を下回りました。 

近年では死亡者数が出生数を上回る状態にあり、また、働き先・進学先を求めて若

年・青年層が市外へ転出するなど人口減少に歯止めがきかない状況です。 

人口における年齢構成では、昭和６０年から平成１７年までの２０年間で高齢化率

は２０.２％増加し３４％、１５歳未満の年少人口率は８.３％減少し１０.１％と、本

市の少子高齢化は急激に進行しています。 

こうした人口減少に歯止めをかけるため、安心して子どもを産み育てられる環境づ

くりや、元気な高齢者が豊富な知識と経験を生かし、社会参加のできる仕組みづくり、

雇用機会拡大による生産年齢層の定着が求められています。 

  

人 口 の 動 き 

芦別市の現状 ３ 

資料：国勢調査（各年10月1日現在）

人口における年齢構成の推移

18.4%

15.1%

12.9%

67.8%

66.9%

64.3%

60.0%

55.9%

13.8%

18.0%

22.9%

28.5%

34.0%

11.5%

10.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

S60

H2

H7

H12

H17

0-14歳 15-64歳 65歳以上

資料：国勢調査（各年10月1日現在）

芦別市の人口と世帯数の推移

30,017

25,078
22,931

21,026
18,899

10,537
9,357 9,121 8,692 8,222

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

S60 H2 H7 H12 H17

人・世帯

総人口 世帯数
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 本市の財政は、国の三位一体の改革により地方交付税が８年間で約２０億円も削減

され、また、人口も減少していることから、今後、税収が増加する見込みは極めて難

しい状況にあります。 

このような財政状況の大変厳しい中で、健全な財政基盤を確立するため、多くの改

革項目を盛り込んだ「芦別市財政健全化計画」を平成２０年度より推進し、自立でき

るまちを目指し、効果的かつ効率的な財政運営に取り組んでいます。 

経常収支比率を見ると、都市にあっては７５％程度が望ましいと言われますが、本

市においては９０％を超える状況が続いていることから、柔軟性のある財政を目指し、

限られた財源の中で収支均衡型の健全な財政運営の確立が求められています。 

   

財   政 

資料：芦別市財政課

地方交付税の推移

7,043 6,860
6,492 6,368 6,176

5,603
5,306 5,112 4,948

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

百万円

地方交付税

資料：芦別市財政課
　　　※経常収支比率は臨時財政対策債を含む数値である。

歳入・歳出・経常収支比率の推移

95.4% 96.6% 99.1%
99.5%
93.8%

90.6%
86.9% 83.5%

88.5%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

百万円

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

歳入 歳出 経常収支比率



 
12

 

 

 

全国的な経済情勢の低迷や首都圏と地方都市の経済格差の広がりなど、地域経済は

引き続き厳しいものになると予想されます。 

本市の就業者は、減少傾向にあり、産業区分別にみても第１次産業、第２次産業、

第３次産業すべてにおいて減少しています。 

 産業区分の構成比では、第１次産業、第２次産業が減少し、第３次産業の構成比が

高まってきています。 

本市には農林業・商工鉱業をはじめとするさまざまな地域産業があり、これらの持

続的発展のもと地域経済の基盤を確立するとともに、市内外交流の拡大による地域経

済の活性化、企業誘致による新たな雇用の場の創出や若年労働者の地元就職の促進、

シルバー人材の活用が求められています。 

   

地域経済と就業者 

（単位：人）

産業区分 H2 H7 H12 H17

第１次産業 1,676 1,302 1,092 947

第２次産業 3,779 3,627 2,819 2,152

第３次産業 6,037 5,683 5,233 4,839

総　　　数 11,493 10,618 9,144 7,943

資料：国勢調査（各年10月1日現在）

※総数には分類不能を含む

就業者数の推移

資料：国勢調査（各年10月1日現在）

就業構造の推移

14.6

12.3

12.0

11.9

32.9

34.2

30.8

27.1

52.5

53.5

57.2

61.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H2

H7

H12

H17

第１次産業 第２次産業 第３次産業
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【農林業】 

本市の農業は、基幹作物である稲作のほか、馬鈴しょ、花き、かぼちゃ、ゆり根、

メロンなど、さまざまな良質な農作物が生産されています。 

 農業者の高齢化による農家戸数、農業従事者の減少に伴い、農業産出額や栽培面積

の減少が進んでおり、農業担い手の確保が求められます。 

 また、本市の森林はそのほとんどが国有林であり、民有林は約４，２００ｈａと全

体面積の５．５％で、所有者の不存在化や小規模所有者が多く、除間伐・枝打ちなど

が適切に行われないため、資産価値の低い木材になることから、適切な森林管理が求

められています。 

資料：国有林・道有林～北海道林業統計書（平成19年4月）

　　　一般民有林・市有林面積は市森林調査簿（平成19年6月）

林野面積　単位：ha

国有林,
68,903,
91%

市有林, 580,
1%

道有林,
2,547,
3%

一般民有林,
3,610,
5%

国有林 道有林 一般民有林 市有林

資料：北海道農林水産統計年報

農業産出額の推移

334 330 316 306
285

259 255
228

213

76 74 63
78 72
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【商 業】 

 本市の商業は、交通網の整備に伴い、周辺都市に大型店、郊外型専門店が進出した

ことから、市外への消費の流出が進んでいるほか、市内商店においては、空き店舗が

目立ち商店の減少に歯止めがかからなく、また、経営者の高齢化や後継者難が深刻な

問題となり、商業に従事する従業者数も年々減少している状況にあります。 

 商品販売額については、平成６年から平成１６年の１０年間で約３７．２％減少し

たほか、１商店あたりの販売額は平成１４年に若干増加したものの、平成１６年には

再び減少していることから、地域商業の活性化が求められています。 

資料：商業統計調査（各年10月1日現在）

【商業】　商品販売額・従業者数の推移

2,632

1,879

2,993

2,310 2,103

1693
1,537

1,418 1,348
1,231

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H6 H9 H11 H14 H16

千万円 人

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

商品販売額 従業者数

資料：商業統計調査（各年10月1日現在）

【商業】　商店数・１商店あたりの販売額の推移

9,606

8,906

9,781

9,205 9,431

274
251

306

211223

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

H6 H9 H11 H14 H16

万円

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

商店

１商店あたりの販売額 商店数
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【工鉱業】 

 本市の工業は、景気不振による企業の倒産、撤退が相次ぎ、工場数は減少を続け、

平成１１年から平成１８年までの７年間で３９．７％の工場が減少しました。一方、

従業者数は平成１４年以降徐々に増加に転じています。 

製造品出荷額等については、平成１１年から平成１８年までの７年間で３２．２％

減少しましたが、平成１５年以降は徐々に増加に転じています。また、１工場あたり

の出荷額等については平成１５年以降毎年増加しています。 

 鉱業においては、炭鉱閉山後も市内業者による露頭炭採掘は行われており、産業と

しての採掘は今も続けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：工業統計調査（各年12月31日現在）

【工業】　製造品出荷額等・従業者数の推移

1,855

1,221 1,224 1,274 1,319

1,948
1,576
1,255

1,380
1,281
1,173

1,005 1,061 1,062
1,074 1,082

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

千万円 人

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

製造品出荷額等 従業者数

資料：工業統計調査（各年12月31日現在）

【工業】　工場数・１工場あたりの出荷額等の推移

33,121

29,078
32,205 33,525

37,677

28,532
30,304

33,594

58 56
52

38 38
35

4244
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 本市の保健・医療は、少子・高齢社会の進行と相まって、保健・医療施設機能の充

実と医療従事者などマンパワーの確保や各種検診体制の充実、医療制度改正などによ

り、平成１１年から平成１８年までの８年間で患者総数が２２.４％減少しています。 

また、生活習慣の多様化による糖尿病などの生活習慣病が増加しており、生涯を通

じて健康に暮らせるための保健体制の充実と、医療従事者の確保や医療設備の充実に

よる地域医療の確保が求められています。 

 本市の福祉は、人口減少による急速な高齢化が進行し、６５歳以上の老年人口は平

成１１年から平成２０年までの１０年間で９.４％上昇しています。平成１２年度から

施行された介護保険制度は、高齢者を支える手厚い制度として定着してきていますが、

活力ある高齢社会の実現のため、新たな予防給付への取組が求められています。 

また、核家族化や人間関係の希薄化の進展に伴う地域社会や家庭環境の変化により、

児童虐待、非行、凶悪犯罪が全国的な社会問題となっており、次代を担う子どもたち

が安心して成長できる環境づくりが求められています。 

 

保健・医療・福祉 

資料：北海道滝川保健所

芦別市内患者数の推移

223,606
238,204 238,881 231,869

218,808

190,764

157,748
172,552

198,451
193,214 194,107 194,933 193,496 189,240

180,002
169,987

90,000

120,000

150,000

180,000

210,000

240,000

270,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

人

外来患者数 入院患者数

資料：住民基本台帳（各年3月31日現在）

老年（65歳以上）人口割合の推移（高齢化率）

32.1% 32.9%
34.1%
35.2%
36.2%

17.2% 17.9%

20.5% 21.1%
21.8% 22.4%

23.3%

31.1%

28.8%
27.8%

26.8%

29.9%

19.9%19.2%18.6%

5.0%

15.0%

25.0%

35.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

芦別市 全道
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 本市の学校は、幼稚園が１園、小学校が６校、中学校が２校、高等学校が２校、大

学が１校、専門学校が１校あり、幼稚園から大学までの教育機関が揃っていますが、

少子化の進展により、小・中学校の適正規模維持に向けた統廃合の検討や、高等学校・

大学・専門学校の定員確保が大きな課題となっています。 

 本市の社会教育については、社会教育施設や地域のコミュニティセンターを中心に、

さまざまな教室や講座などが開催され、また、芸術文化交流館の開設により芸術文化

に触れる機会も増えています。生涯学習の意識が広く市民に浸透してきていますが、

参加者が高齢者にかたよる傾向にあることから、各年代への生涯学習意識の浸透が求

められています。 

 本市のスポーツについては、なまこ山総合運動公園を中心とする体育施設が充実し、

スポーツ合宿の入込み者数は年間述べ２万人を超えていますが、スポーツに取り組む

人たちの年代にかたよりが見られ、壮年期の市民へのスポーツ意識の浸透やスポーツ

活動の活性化が求められています。 

 

教   育 

資料：学校基本調査

市内小学生・中学生・高校生の推移

1,060
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933
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831890
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資料：市教育委員会体育振興課

なまこ山総合運動公園利用者数と合宿入込み者数の推移

54,168 54,634
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 本市の住みやすさを調査した結果、市民の場合、「住みやすい」と「どちらかとい

うと住みやすい」の回答を合わせて、７７.４％の市民が住みやすいと回答しています。 

また、これからも本市に住み続けたいかとの質問に、６０.９％の市民は「今の場所

に住み続けたい」と回答しており、過半数が本市への定住を望んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市の現状に対する項目別満足度を調査した結果、地域医療の縮小や交通の不便さ、

働く場所の少なさや地域産業の衰退に対して不満が多い結果となりました。人口減少、

少子高齢化や地域経済の低迷が深刻化する中で、市民生活に欠かせない地域医療環境

の充実、日常生活で利用する交通機関の充実、地域産業の振興や雇用環境の充実が望

まれています。 

 高校生・専門学校生の結果も同様に、通学等で利用頻度の高い交通機関の充実、日

用品などの買い物の充実、医療環境の充実が望まれています。 

 また、これからのまちづくりのキーワードは、「安心・安全」が男女ともに最も多

く、以下「豊かな経済」「活力・賑わい」「豊かな自然」「健康」が挙げられています。 

 

市民の願い～市民、高校生・専門学校生アンケートより～ ４ 

住み続けたい芦別市 

定住意向［市民588人］

近くの市町

村に移りた
い, 2.7%

市内の別の

場所に移り
たい, 7.0%

今の場所に
住み続けた

い, 60.9%

無回答,

7.8%

わからな
い, 9.9%

道外に移り

たい, 1.9%

道内のどこ

かに移りた

い, 9.9%

芦別市の住みやすさ［市民588人］

どちらかと
いえば住み

やすい,

52.2%

無回答,

0.5%

どちらかと
いえば住み

にくい,
15.6%

住みにく

い, 6.5% 住みやす

い, 25.2%

医療の充実や雇用の確保 



 
19

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
高校生・専門学校生が充実を求める項目（３つまで選択/453人）

42.9%

40.5%

37.2%

30.6%

29.1%

26.4%

22.8%

22.6%

22.6%

20.7%

19.9%

17.0%
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16.0%

15.6%

13.9%

13.8%

11.7%

11.1%

10.7%
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ゴミ収集処理

産業の振興

道路

雇用環境

教育環境

保健環境

文化の振興

公園、森林、緑地
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スポーツの振興

公営住宅

防災体制

消防、救急救助体制

下水道

上水道

市民が充実を求める項目（３つまで選択/588人）

70.1%

66.3%

65.8%

59.2%

46.1%

41.7%

40.8%

37.6%

36.7%

31.3%

30.6%

29.4%

23.6%

22.4%

19.9%

18.5%
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日用品などの買い物

保健環境

福祉環境

景観、街並み

除排雪

ゴミ収集処理

文化の振興

教育環境

下水道
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公営住宅

上水道

スポーツの振興

公園、森林、緑地

防災体制

消防、救急救助体制

順  位

第１位 安心・安全 285人 安心・安全 113人 安心・安全 171人

第２位 豊かな経済 255人 豊かな経済 107人 豊かな経済 147人

第３位 活力・賑わい 216人 豊かな自然 90人 活力・賑わい 127人

第４位 豊かな自然 203人 活力・賑わい 88人 健康 120人

第５位 健康 196人 健康 76人 豊かな自然 113人

これからのまちづくりのキーワードベスト５［市民588人］

総数 男 女



 
20

 

 

 

 

 総合計画では目指すまちの将来像の実現に向け、分野ごとに設けられた基本目標と

重点目標の達成を目指し、推進すべき施策に基づく事務事業や取組を実行します。 

 目指すまちの将来像の実現に向けた施策や事務事業は、毎年「実施計画」に集約さ

れ、限られた財源や人材の効果的かつ効率的な活用を目的に、「計画・実行・評価・

改善行動」のサイクルにより、毎年度見直しを図りながら総合計画を着実に進めます。 

 

 

 

 

 

総合計画の機能 ５ 

計画
(Plan)

改善
(Action)

実行
(Do) 評価

(Check)

目指す
まちの
将来像

目指すまちの将来像

基本目標

重点目標

具体的な取組・事務事業

 １ 自治体運営

 ２ 生活･環境

 ３ 産業・経済

 ４ 保健･医療･福祉

 ５ 教育･文化

◆　成果指標により達成状況を評価・点検し、具体的
　な取組・事務事業の改善を行う。
◆　事業効果・財政状況等を勘案し予算反映させる。

改善・反映

実施計画

推進すべき施策

成果指標

評価・点検

展開施策


